
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
六
十
九
号

賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
七
条
（
同
法
第
十
六

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
退
職
労
働
者
の
賃
金
に
係
る
遅
延
利
息
の
率
）

第
一
条
　
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
率

は
、
年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

（
立
替
払
の
事
由
）

第
二
条
　
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲

げ
る
事
由
（
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
に
あ
つ
て
は
、
中

小
企
業
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
特
別
清
算
開
始
の
命
令
を
受
け
た
こ
と
。

二
　
再
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
。

三
　
更
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
主
（
法
第

七
条
の
事
業
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
事
業
活

動
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に

賃
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
状
態
に
な
つ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
事
業
主
に
係
る
事
業
（
同
条
の
事
業
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
退
職
し
た
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
労

働
基
準
監
督
署
長
の
認
定
が
あ
つ
た
こ
と
。

２
　
前
項
の
「
中
小
企
業
事
業
主
」
と
は
、
事
業
活
動
に

著
し
い
支
障
を
生
ず
る
に
至
つ
た
時
前
の
時
で
あ
つ

て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
に
お
い
て
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
を
い
う
。

一
　
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
以
下
の

法
人
で
あ
る
事
業
主
及
び
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の

数
が
三
百
人
以
下
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
種
以
外
の
業
種
に
属
す
る

事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の

二
　
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
一
億
円
以
下
の

法
人
で
あ
る
事
業
主
及
び
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の

数
が
百
人
以
下
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
卸
売
業
に
属

す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の

三
　
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
五
千
万
円
以
下

の
法
人
で
あ
る
事
業
主
及
び
常
時
使
用
す
る
労
働
者

の
数
が
百
人
以
下
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
サ
ー
ビ
ス

業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の

四
　
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
五
千
万
円
以
下

の
法
人
で
あ
る
事
業
主
及
び
常
時
使
用
す
る
労
働
者

の
数
が
五
十
人
以
下
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
小
売
業

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の

（
退
職
の
時
期
）

第
三
条
　
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲

げ
る
日
（
事
業
主
が
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事

由
に
該
当
し
た
日
以
後
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に

は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
日
）
の
六
月
前
の
日
か
ら
二
年

間
と
す
る
。

一
　
事
業
主
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
又
は

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に

は
、
当
該
事
業
主
に
つ
き
さ
れ
た
破
産
手
続
開
始
等

の
申
立
て
（
破
産
手
続
開
始
、
特
別
清
算
開
始
、
再

生
手
続
開
始
又
は
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
で
あ
つ

て
、
当
該
破
産
手
続
開
始
の
決
定
又
は
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
事
由
の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
に
係
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う

ち

初
の
破
産
手
続
開
始
等
の
申
立
て
が
あ
つ
た
日

（
破
産
手
続
開
始
等
の
申
立
て
が
な
か
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
裁
判
所
が
職
権
で
破
産
手
続
開
始
の
決
定

を
し
た
と
き
は
、
当
該
決
定
が
あ
つ
た
日
と
す
る
。
）

二
　
事
業
主
が
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
同
号
の
認
定

の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
に
係
る
同
号
の
申
請
の
う
ち

初
の
申
請
が
あ
つ
た
日

（
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
の
範
囲
）

第
四
条
　
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
の
未
払
賃

金
に
係
る
債
務
は
、
同
条
の
未
払
賃
金
に
係
る
債
務
の

う
ち
、
同
条
の
請
求
を
す
る
者
に
係
る
未
払
賃
金
総
額

（
そ
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
同
条
の
請
求
を
す

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
）
の
百
分
の
八
十

に
相
当
す
る
額
に
対
応
す
る
部
分
の
債
務
と
す
る
。

一
　
基
準
退
職
日
（
前
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
し
た

当
該
事
業
か
ら
の
退
職
（
当
該
退
職
前
の
労
働
に
対

す
る
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九

号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
本
文
の
賃
金
又
は
当
該
退

職
に
係
る
退
職
手
当
が
こ
れ
ら
の
支
払
期
日
の
経
過

後
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
の
退
職
に
限
る
。
）

の
日
を
い
う
も
の
と
し
、
当
該
退
職
が
二
以
上
あ
る

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち

初
の
退
職
の
日
を
い

う
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
三
十
歳

未
満
で
あ
る
者
　
百
十
万
円

二
　
基
準
退
職
日
に
お
い
て
三
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未

満
で
あ
る
者
　
二
百
二
十
万
円

三
　
基
準
退
職
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
で
あ
る

者
　
三
百
七
十
万
円

２
　
前
項
の
「
未
払
賃
金
総
額
」
と
は
、
基
準
退
職
日
以

前
の
労
働
に
対
す
る
労
働
基
準
法
第
二
十
四
条
第
二
項

本
文
の
賃
金
及
び
基
準
退
職
日
に
し
た
退
職
に
係
る
退

職
手
当
で
あ
つ
て
、
基
準
退
職
日
の
六
月
前
の
日
か
ら

法
第
七
条
の
請
求
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
期
日

が
到
来
し
、
当
該
支
払
期
日
後
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な

い
も
の
の
額
（
当
該
額
に
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の
額

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た

額
）
の
総
額
を
い
う
も
の
と
し
、
当
該
総
額
が
二
万
円

未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
。

（
船
員
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条
　
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
の
適

用
を
受
け
る
船
員
に
関
し
て
は
、
第
二
条
第
一
項
第
四

号
中
「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と

あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
「
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と

あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含

む
。
）
」
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
労
働
基
準
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
十
四
条
第

二
項
本
文
の
賃
金
又
は
当
該
退
職
に
係
る
」
と
あ
る
の

は
「
船
員
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
給
料
そ
の
他
の
報

酬
又
は
当
該
退
職
前
の
労
働
に
対
す
る
割
増
手
当
若
し

く
は
歩
合
金
若
し
く
は
当
該
退
職
に
係
る
補
償
休
日
手

当
若
し
く
は
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
労
働
基
準
法
第

二
十
四
条
第
二
項
本
文
の
賃
金
及
び
基
準
退
職
日
に
し

た
退
職
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
法
第
五
十
三
条

第
二
項
の
給
料
そ
の
他
の
報
酬
並
び
に
基
準
退
職
日
以

前
の
労
働
に
対
す
る
割
増
手
当
及
び
歩
合
金
並
び
に
基

準
退
職
日
に
し
た
退
職
に
係
る
補
償
休
日
手
当
及
び
」

と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
第
三
条
第
一
号

に
規
定
す
る

初
の
破
産
等
の
申
立
て
又
は
通
告
に
基

づ
き
、
同
日
以
後
に
破
産
の
宣
告
を
受
け
、
又
は
第
二

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
事
業
主
の
事
業

を
退
職
し
た
者
に
関
し
て
は
、
法
第
七
条
の
政
令
で
定

め
る
期
間
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和

五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
二
年
間
と
す
る
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
関
し
て
は
、
第
四
条
第
一
項

中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
二
項
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
九
月
六
日
政
令
第
二
三

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
五

一
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
改
正
後
の
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
こ
の

政
令
の
施
行
の
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の

対
象
と
な
る
未
払
賃
金
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
六
日
政
令
第
一
二

二
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
基

準
退
職
日
が
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ

る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
同
日
前

の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃

金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
四
月
四
日
政
令
第
九
五

号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
改
正
後

の
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五

十
四
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払

の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に

規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係

る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
四
月
五
日
政
令
第
七
三

号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
二
七
日
政
令
第
四

二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
地
方
支
分
部
局
の
整
理
の
た
め
の
行

政
管
理
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下

1



「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
六
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
法
の
施
行
前
に
新
潟
海
運
局
長
が
法
律
若
し
く

は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
許
可
、
認

可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約
そ
の
他
の
行
為
（
以
下

「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
又
は
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令

の
規
定
に
よ
り
新
潟
海
運
監
理
部
長
が
し
た
処
分
等
と

み
な
す
。

３
　
改
正
法
の
施
行
前
に
新
潟
海
運
局
長
に
対
し
て
し
た

申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い

う
。
）
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
政

令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り

新
潟
海
運
監
理
部
長
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
四
月
三
日
政
令
第
一
〇

八
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
六
日
政
令
第
一
〇

二
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
四
月
五
日
政
令
第
八
一

号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
一
日
政
令
第
八

一
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
六
日
政
令
第
一
七

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
行
政
庁
が
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
に
よ
り
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約

そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
が
し
た
処

分
等
と
み
な
し
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
同
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他

の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申

請
等
と
み
な
す
。

北
海
海
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋

田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は

申
請
等
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）

東
北
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋

田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は

申
請
等
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
及

び
新
潟
海
運
監
理
部
長

新
潟
運
輸
局
長

関
東
海
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

東
海
海
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

近
畿
海
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

中
国
海
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

四
国
海
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

九
州
海
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

神
戸
海
運
局
長

神
戸
海
運
監
理
部
長

札
幌
陸
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

仙
台
陸
運
局
長

東
北
運
輸
局
長

新
潟
陸
運
局
長

新
潟
運
輸
局
長

東
京
陸
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

名
古
屋
陸
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

大
阪
陸
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

広
島
陸
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

高
松
陸
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

福
岡
陸
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
四
月
六
日
政
令
第
九
九

号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
以

後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払

賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退
職

日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と

な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
五
月
二
一
日
政
令
第
一

六
一
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未

払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
退

職
日
が
同
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象

と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
八
日
政
令
第
一
一

五
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
改
正
後

の
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る

立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
号
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
同
月
一
日
前
の
日
で

あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
五
月
二
九
日
政
令
第
一
五

〇
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
政
令

に
よ
る
改
正
後
の
第
五
条
及
び
次
項
の
規
定
は
、
平
成

元
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
船
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
七
条

第
二
項
の
時
間
外
手
当
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後

の
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
割
増
手
当
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
一
日
政
令
第
一
二
三

号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規

定
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
平
成

五
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の

対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
号
に
規

定
す
る
基
準
退
職
日
が
同
月
一
日
前
の
日
で
あ
る
者
に

係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
九
日
政
令
第
一
五

〇
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規

定
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
退
職
日
が
平
成

十
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
立
替
払
の

対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
号
に
規

定
す
る
基
準
退
職
日
が
同
月
一
日
前
の
日
で
あ
る
者
に

係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
三
日
政
令
第
三

八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
賃
金
の
支

払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
項
の

規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
業
活
動
に
著
し
い
支
障

を
生
ず
る
に
至
っ
た
時
が
第
十
一
条
の
規
定
の
施
行
の

日
以
後
で
あ
る
事
業
主
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
に
規

定
す
る
事
業
活
動
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
に
至
っ
た

時
が
第
十
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
事
業
主

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
三
日
政
令
第
八

六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
一
九
日
政
令
第

四
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

2



（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準

退
職
日
が
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
の
日
で
あ
る
者
に

係
る
立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
に
つ
い
て
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
七
日
政
令
第
二
〇

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
政
令
第

三
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
破
産
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
二
五
日
政
令
第

三
六
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
海
上
運
送
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の

船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平

成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
政
令
第
一

八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十

八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
会
社
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四

十
八
号
）
第
三
百
八
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
申
立
て

が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
当
該
申
立
て
に
基
づ
き
こ
の

政
令
の
施
行
前
若
し
く
は
施
行
後
に
整
理
開
始
の
命
令

が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
同
条
第

二
項
に
基
づ
く
通
告
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
当
該
通

告
に
基
づ
き
こ
の
政
令
の
施
行
前
若
し
く
は
施
行
後
に

整
理
開
始
の
命
令
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
賃
金
の
支

払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第

三
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
賃
金
の
支
払
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
条
第

一
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
商
法
第
四
百
三
十
一
条
第
一
項
に
基
づ

き
裁
判
所
が
職
権
で
特
別
清
算
開
始
の
命
令
を
し
た
場

合
、
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
八
十
一
条
第
二
項
に
基
づ
く

通
告
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
当
該
通
告
に
基
づ
き
こ

の
政
令
の
施
行
前
若
し
く
は
施
行
後
に
特
別
清
算
開
始

の
命
令
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
賃
金
の
支
払
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
賃
金
の
支
払
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
一
号
の
規
定

は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第

二
九
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

3


